
 

 

 

 

 

昨日の授業参観、学級懇談会、PTA総会におきまして 

ては、多数ご参加していただき、ありがとうございました。 

新しい学年でのお子様のご様子はいかがでしたでしょうか。 

 武蔵小学校でも学習指導要領に則り、主体的・対話的で深い学びのある授業を 

目指してまいります。どんなに予測困難な社会になろうとも、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え判

断して行動できる子どもたちに育ってほしいと願っております。 

【１年生授業参観の様子】※ 個人情報保護のため「モザイク」をかけております。ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日、地震避難訓練を行いました。熊本地震から１０年、当時は震度 

５～７の揺れが何回もあり、 

不安な日々を送ったことが今でも思い出されます。武蔵小学 

校の運動場にも車中泊の車がたくさん並んだと聞いています。 

訓練では、子どもたちに以下の話をしました。 

 

今から１０年前、４月１４日と４月１６日に熊本で大きな地震がありました。熊本地震と言います。家

が壊れたり、停電したり、断水したりなど、大きな被害が出ました。この武蔵小学校も避難場所となり、

運動場には車で寝泊まりする方々がたくさんいたそうです。大きな揺れの地震が起きると、立っている

ことができず、動くこともできなくなります。また、何かにつかまっていないと飛ばされてしまうことも

あるそうです。固定していない家具のほとんどが移動したり倒れたりします。学校は強い地震が起きて

も棚などが動かないような工夫をしていますが、大きな揺れは怖いですよね。さらには、壁のコンクリー

トや窓ガラスが壊れてしまうかもしれません。 自分の身は自分で守る。特に頭を守ってほしいです。防

災頭巾をかぶって、机の下に頭を入れることができましたか？物が倒れたり、ガラスが割れたりしたと

きに、防災頭巾や机が皆さんを守ってくれます。 

今日は、運動場に避難しました。大きな地震の後は、その後の余震で建物が壊れたり、火事が起こった

りします。だから運動場に避難したのですね。避難するときに一番大切なことは、放送や先生の指示に従

うことです。それが、武蔵小学校にいる皆さん全員の命を守ることになります。 

 

 地震はいつどこで起きるか分かりません。もしかしたら、子どもたちが大人になった時に大きな地震

に遭遇するかもしれません。子どもの時から天災に対する対処方法を学んでおくことは、とても重要な

ことだと考えます。 

 地震に限らず、子どもたちが学校にいるときに、大雨や雷等の警報が発令される場合があるかもしれ

ません。原則として、通学路の安全が確保できない場合、子どもたちを学校に留め置きます。「すぐーる」

で対応（引き渡し又は安全が確認できてからの一斉下校等）を配信しますので確認をお願いします。 
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文責：池田 誠 

地震避難訓練 

授業参観 

小学校で初めての授業参観（国語）でした。「あいうえおの うた」の音読と平仮名を練習していまし

た。教室に「ありんこ あちこち あいうえお♫  いしころ いろいろ あいうえお♪」とリズムに乗っ

た大きな声が響き渡りました。給食後の午後の授業でしたが、全員がんばっていました。 

 

教科書をしっかり持って、姿

勢をピンとして読みました。

姿勢が 

担任の範読に合わせて、楽しく

音読することができました。 
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